
壁面に掲示してご活用ください

令和８年１月29日発行

第19号
中信教育事務所

過去の
「共に歩まん」は

こちら→

人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
←過去の「マナビィ通信」は

こちら

多文化多言語の子どもの学びを支える
～中信地区第２回外国人児童生徒等指導研修会～

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

近年、日本語指導が必要な子どもの数は増加傾向にあり、文化的・言語的背景も
様々です。研修のイントロダクションとして、左のような設定のもと、初めて外国
での授業に参加する子どもの気持ちを疑似体験する機会をもちました。外国語のみ
の指示、実物や例を交えた外国語による指示という二通りを経験することで、
子どもの不安な気持ちに思いを寄せ、子どもに寄り添った指導・支援の大切さを
改めて共有しました。「子どもに寄り添う」をキーワードに、学びを支えるための
指導・支援の在り方について、参加者全員が思いを巡らせました。

研修①「日頃の支援に関する情報共有」
子どもの学習への取組の様子や具体的な支援等について、実際に使用している教材や教具を用いながら、
ポスターセッション形式で情報共有しました。

【参加者の感想より】
・実際の授業の様子や、自分の授業で活用できそうな工夫を知ることができて、ありがたかったです。自分が
関わっている子のことを思い浮かべながら、その子の力に合った教材を作ってみようと思います。
・関わっている子の「ことばの力」を適切に把握することが、支援の工夫の第一歩だと改めて痛感しました。
・日本語と教科の内容を切り離さない指導・支援のあり方について、もっと研鑽を積もうと思いました。

研修②「日本語指導に関する情報共有」
「教科学習につなげる日本語指導」「日本語以外に育成を目指すもの」「学級担任の関わり方」
「進路指導・支援」「保護者への対応・働きかけ」等の話題について、意見交換を行いました。

日本語指導教室担当教員、支援員、学級
担任等、立場は違っても「未来を担う子ども
を育てる」という目標は同じです。それぞれ
の立場からの指導・支援が相乗的かつ有効的
に働いていけるような研修を今後も開催して
いきます。

【参加者の感想より】
・（グループのメンバーの）立場が違うことで、１つの事柄に対して異なる見方や意見を聞くことができて
よかったです。お互いの（立場の）強みを生かしながら、子どもたちに関わっていきたいと思いました。
・「取り出し」と「入り込み」、それぞれのよさについて、新しく知ることが多かったです。学級担任として、
「取り出し」で身につけた力を生かせるような授業づくり、学級づくりを心がけていきたいです。

☆あゆまんからのお願い☆
中信教育事務所だより「共に歩まん」に
ついて、ご意見・ご感想をお寄せください。
https://forms.gle/rB2HYybsBQWkrUhs8
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